
可
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小

設
血
廿
刈
六

可
制
蹴
小
説
春
情
六

一
、
吉
村
宗
利
・盟
問
志
摩
の
紫
色
設

葛
惣
払
奥
筆
記
之
内
復
魯

延
資
八
年
将
軍
宣
下
の
節
指
武
之
部
、
吉
村
宗
利
へ
御
郡
の
庭
、
宗

利
巾
候
は
紫
色
と
は
仙
棋
の
地
の
都
也
。
大
臣
の
子
孫
元
蹴
の
時
、
紫

の
飽
甲
の
緩
紋
の
指
貫
被
靖
之
、
是
紫
色
也
。
色
は
紫
・滋
賀
、
紋
は

ぬ
襖

・
藤
丸
何
も
無
制
収
箆
と
相
見
え
候
。
撤
闘
の
裁
措
凶
f
h
k
藤
丸
の

指
貰
指
せ
ら
る
。
叉
女
官
な
E
獄
色
を
許
る
れ
ば
、
絞
を
紅
花
し
て

袴
に
い
た
し
候
。
野
明
巾
の
裁
は
平
和
の
指
賞
也
。
口
北
も
十
五
銭
よ
り

内
は
紫
、
以
上
は
滋
賀
也
。
紋
は
烏
栂
結
構
に
相
見
え
候
。
禁
色
不

時古
ょ
に
は
内刷
機
可
然
と
、
此
皮
足
州
公
御
法
来
の
都
陀
付
巾
上
候
旨

中
候
。

て

八
月
九
日
京
都
盟
問
志
摩
よ
り
、
御
設
の
指
貨
の
地
到
来
。
色

は
禅
紫
、
紋
は
騰
の
丸
二
つ
も
ぢ
り
、
裂
は
平
絹
紫
、
結
紡
は
白
、

且
叉
哀
の
拘
も
到
来
す
。
H

品工は品川
小
路
阪
所
持
幸
ひ
新
敷
候

τ、
地

紋
〈
つ
わ
か
ら
革
陀
候
事
。
十
五
日
志
摩
参
上
仕
候
陀
付、

前
回
十

郎
兵
衛
罷
山川
で
粧
品
色
の
事
相
官
昨
候
庭
、
色
の
俄
陀
て
は
無
之
候
。州臨

地
K
大
紋
有
之
を
巾
候
。
紫
色
と
巾
事
指
貫
迄
陀
て
も
怖
い
之
、
束
帯

六
七
回

よ
の
持
も
白
地
に
て
候
て
も
、
紋
有
之
候
へ
ば
紫
色
と
申
候
。
相
側
も

紋
有
之
を
ぱ
紫
色
と
巾
候
。
叉
装
紫
の
都
は
、
表
祢
紫
に
候
故
諜
も

紫
陀
候
。
滋
賀
に
候
へ
ば
裏
も
波
賀
陀
候
。
田
時
党
表
に
随
H
U

申
事
に

候
由
也
。

て

大
向
似
紙
と
引
ム口紙

大
前
回
聞
紙
と
引
合
紙
は
、
同
紙
陀
候
や
御
専
の
い
路
、
土
師
消
太
夫
云
。

大
高
位
紙
・中
高
僧
紙
・小
雨
前
山
紙
持
本
名
花
候
。

引
合
紙
と
申
は
俗

M
m
k
候
。
細
川
幽
加
の
若
親
密
に
、・悩
紙
を
引
合
紙
と
云
は
、
中
古

妹
姿
の
m
m
申
合
候
時
、
必
以
倒
閣
紙
制
之
、
詩
文
陀
泣
候
に
付
て
引
合

紙
と
申
国
自
記
さ
れ
候
。
詩
文
調
様
も
古
出
来
民
多

t
見
え
た
り
と
一Z
A
。

一
、
前
制
利
家
末
森
後
港
の
寧
桜

日
徳
公
末
森
城
御
救
被
成
候
時
、
被
錦
司
相
候
御
甲
山
の
都
、
引
は
と

っ
ぽ
い
の
烏
附
子
形
肥
し
て
長
三
尺
計
、
鍛
北
ハ
に
金
也
。
鋭
は
金
さ

ね
を
白
紙
に
て
戚
せ
り
。
抑
此
甲
山町
は
天
正
十
一
年
九
月
、
能
州
末

森
城
陀
奥
村
伊
抽
出
北
開
制
を
し
て
守
ら
し
む
。
佐
々
成
政
不
怠
陀
起
て

攻
之
。
同
徳
公
・瑞
耐叫公
的
日
救
之
、成
政
欧
州
制
す
。
永
献
が
守
戦
の

功
を
賞
美
せ
ら
れ
、
共
日
所
連
の
錦
地
の
族
・金
の
切
裂
の
脱
指
及

鎚
・兜
・雨
偲
刀
、
悉

t
永
縮
に
賜
ふ
。
永
稲
老
後

此
鎧
・兜
を
以
て

吹
町
内
閣
幡
易
楽
に
仰
へ
輿
へ
た
り
。
易
罪
、
よ
り
笠
岐
脳
挫
受
来
れ

り
。
刻、
の
年
微
妙
公
へ
昔
'
之
、
相
公
附
下
仰
入
府
の
始
め
献
ν
之
。
於

是
再
び
公
府
に
誠
之
。
此
来
四肢
を
公
今
牧
民
部
近
畿
に
命
じ
て
其
績

に
犯
せ
し
む
と
云
。
鎖
旭
の
族
以
下
は
嫡
孫
伊
抽
出
耐
判
官
郁
の
成
花
、
其

の
年
災
火
あ
っ
て
皆
股
た
り
。
但
錨
地
の
釈
は
お
有
之
て
代
h
k

僻
之
。

て
野
依
・鶏
冠
引
の
訓
み
方

延
費
八
年
七
月
潟
各
仲
四
郎
を
以
て
、
野
依
・鈎
冠
井
此
二
つ
の
苗

字
、
よ
み
如
何
可
相
簿
と
命
あ
り
。
木
貞
幹
云
。
鶏
冠
引
は
か
い
で

と
よ
み
候
桜
花
承
候
。
叉
洛
陽
商
山
の
磁
を
西
岡
と
申
候
。
西
岡
陀

三
十
飴
郷
あ
り
と
俗
に
巾
候
。
西
岡
の
内
西
南
の
山
崎
路
の
濯
に
、

a

t

e

 

酬
明
冠
引
と
申
所
有
之
と
承
候
。
西
岡
は
多

t
公
方
近
習
殺
の
領
分
陀

候
て
、
鈎
冠
升
と
申
す
氏
、
公
方
衆
に
あ
り
と
党
え
候
ロ
州
問
冠
木
を

か
い
で
の
木
と
和
名
抄
K
訓
じ
巾
候
。
共
放
鶏
冠
井
を
も
か
い
で
と

喝
申
か
。
又
野
依
は
親
元
日
記
民
、
叫
叫
依
茄
狭
守
と
巾
者
有
之
と
m
M

え
巾
候
。
大
方
は
の
よ
り
と
唱
可
巾
か
と
也
。
土
師
前
太
夫
正
府
云
。

相
良
笠
岐
守
殴
家
臨
陀
野
依
勘
兵
衛
と
申
者
有
之
、
叉
松
平
丹
波
守

殿
家
臣
陀
明
朗
冠
井
次
郎
兵
衛
と
申
者
有
之
、
商
人
共
知
人
に
候
。
外

に
喝
宥
之
か
、
北
ハ
段
は
不
訂
と
云
。

可
観
小
股
容
刈
六

一
、
御
精
進
あ
け
の
刷
字

同
年
五
月
廿
九
日
仰
新
進
あ
け
陀
付、

本
多
政
長
以
下
使
者
を
以
て

御
希
献
上
す
。
御
普
被
下
候
に
付
土
師
正
府
草
案
剖
進
候
所
、
精
進

退
に
付
て
と
劉
之
候
。
退
と
響
て
あ
〈
る
と
訓
候
俄
仰
不
緋
候
成
、

林
道
帯
よ
り
酒
井
{企
印
へ
嘗
て
迭
之
談
唱
に
て
、
し
か
も
宜
し
と
て

敗
中
に
も
御
用
候
よ
し
、
久
保
吉
方
術
門
搬
被
中
候
国
悶
言
上
す
。
点

幹
に
は
如
何
存
候
や
と
御
帯
広
候
。
順
胞
去
。
先
づ
進
退
の
二
字
熟

字
也
。
然
る
に
新
進
退
と
あ
れ
ば
、
打
み
る
に
進
退
と
辿
絞
荷
之
は

み
に

t
し
。
被
v
退
a

新
進
-
と
か
い
て
は
器
不
可
苦
か
。
退
の
字
あ
〈

る
と
訓
も
未
知
之
、
然
共
林
家
定
て
図
有
線
て
被
用
仮
か
と
。
北
ハ
後

除
却
御
骨
悼
の
俄
に
付、

蔭
涼
抑
制
日
叫
聞
を
山
間
す
る
に
、
精
進
解
と
去
と

と
山
づ
。
図
て
順
庵
一
宮
。
解
官
な
ど
L
申
候
へ
ば
字
義
も
相
叶
、
叉

あ
け
と
も
可
申
か
、
叉
と
く
と
も
可
巾
候
と
。
依
て
此
字
御
用
被
成

{民て
延

安
八
年
の
江
都
大
風
雨

同
年
間
八
月
六
日
巳
時
よ
り
未
時
に
奈
り
、
江
戸
大
瓜
雨
古
今
未
曾

有
之
都
と
云
。出抽出
ν
底
抜
v
木
、
深
川
・
品
川
劫
沿
海
の
地
は
人
家
破
滅

し
、
溺
死
九
百
倣
入
、
深
川
八
僻
富
山
比
v
水
九
尺
前
也
。
赴
日
仰
披
内

六
七
五




